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2020-21 年度会長　ホルガー ・ クナーク　　2020 年 12 月

2020年を振り返ると、人びとの生活が大きく変わったことを思わされます。新型コロナウイルスの全世界的パンデミッ

クは多くの人びとに苦難をもたらしました。 また、 日常生活や家族との時間の過ごし方、 働き方も変わりました。

それでも、 この試練の 1 年もようやく乗り越えられそうです。 それは、 自分だけでの力ではなく、 ロータリーがいつ

もそうしているように、 お互いに手を差しのべあったからです。 毎年、 1 年が過ぎさるごとに、 私はロータリーを以

前に増して誇りに思います。

ロータリーはパンデミックに際しても立ち止まりませんでした。 私は、2020 年を私たちにとって大きな変化の力になっ

た年として記憶にとどめようと思います。 障害を取りのぞき、 つながる新しい方法を見つけだし、 オンラインでのプ

ロジェクトやバーチャル形式の募金活動など、 新しいやり方の奉仕活動を積極的に採りいれました。 今年ロータリー

が以前にも増して強固になったことを物語るストーリーを、 ふたりのロータリアンに話してもらいましょう。

「パンデミックで活動自粛になった時、 私たちの新しい E クラブはすでに国際的にもオンラインで奉仕活動を行って

いました。 私は複数のロータリークラブに所属する 14 名の米国人女性と一緒に、 WhatsApp を使ってコスタリカの

農村に暮らす女性の起業家たちにメンタリングを行い、 彼女たちのエコツーリズム事業、 RETUS Tours [5 月号の

特集記事、 "Nature & Nurture"] を成長させる方法を授けました。 このプロジェクトは拡大し、 今では 30 名のロータリアンがコンサルティングを行い、

RETUS のウェブサイトや SNS 運用を手伝っています。 何より大事なことは、 彼女たちとの絆を深め、 自分の人生を変える後押しを続けてきたことで、

しかもそれをオンラインで行っているのです。 私はそのうちのひとり、 ロサさんが国際的なオンライン ・ カンファレンスで英語のプレゼンを行うのを手伝い

ました。 コスタリカの女性たちとの取りくみにはまだ実地での活動が必要な部分もありますが、 変革的な最大の変化は、 対面ではなくても実現することが

できたのです。」 —リーザ ・ ラーソン、 ロータリー E クラブ ・ エンゲージ、 プラノイースト ・ ロータリークラブ （テキサス州）

「新型コロナウイルスの流行が始まった時、 私はクラブ会長を務めていましたが、 会員の多くがまだ Zoom は使っていませんでした。 パンデミックにより

初めて Zoom で行った例会では、 53 名の会員のうち参加したのは 10 名だけでした。 そこで私は手を差しのべて、 世界中からゲストスピーカーを招き、

うちの会員に話してもらうのはどうだろうかと考えました。 多くのロータリーリーダーやロータリー平和フェロー、 さらにはホルガー・クナーク RI 会長までバー

チャルでクラブ例会を訪れ、 話してくれました。 例会の出席率が高まる一方で、 食事がなくなったため運営費は削減できました。 勤務地が遠く例会に

出られなかった会員たちも、ふたたび参加してくれるようになりました。 My ROTARY にオンライン例会を登録することで、世界中のクラブと交流が生まれ、

ホルガー会長が登壇した合同会合には 300 人以上の訪問者が出席しました。 また、 会員や訪問者がうちのプロジェクトに寄付してくれたため、 資金も

以前より集まりました。 全員にとって柔軟なクラブであり続けるために、 今では対面とオンラインのハイブリット型で例会を行っています。 私にとって、

2020 年は多くの新しい友との出会いがあり、 ロータリーに入会して以来最高の年となりました。」 —ブレッシング ・ マイケル、 ポートハーコートノース ・ ロー

タリークラブ （ナイジェリア）

こういったお話をうかがうと、 今後のロータリーにますます期待が高まります。 ロータリーはパンデミックを乗り切っているどころか、 この危機にますます力

を得ているのです。 ロータリーの底力というものを、 私たちは今年見せつけられました。 たとえパンデミックの最中でも、 ロータリーが機会の扉を開き、

成長し、 人と人をつなげ、 会員と地域社会に働きかける姿を、 私たちは目の当たりにしました。

ラッツェブルクの自宅から、 スザンヌとともに皆さんとそのご家族にクリスマスのご挨拶を送ります。 よいことをもたらしてくれる 2021 年が待ちきれません。

今年の受講者は 33 名、 卒業者は 14 名でした。

卒業されたロータリアンにはバッジが贈呈されます。
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会員増強委員会より

１年で５１人の会員増強を行った高崎ロータリークラブのお話をさせていただきます。

２０１７－１８年度、 第２８４０地区のガバナーであった田中久夫様が、 ２０１４－１５年度に、 高崎ロータリークラブ会長として実施された会員

増強に関する事例であります。

新入会員は、 同世代の友人や新たな人脈の開発には、 なくてはならない存在です。

そのために、 新入会員の期待に応えるためにも、 魅力あるクラブ活動を続けていただきたいと思います。

ロータリー文庫運営委員会からのお知らせです

手続要覧の日本語版は、 宮脇冨パストガバナーが 「Manual of 

Procedure」 を 「手續要覽」 と訳され、 ロータリーの友 1955 年 2 月

に掲載されたのが最初だそうです （詳細は下記 2 編を参照）。 最初の

英語版は定かではありませんが、 1920 年版から収録されています。

手続要覧も少なくも 100 年の歴史があるということで、 国際ロータリー

の歴史と共に手続要覧の構成、 内容も変化してきました。 何のため、

誰のためのものであるのか、 という視点で読み比べることも一興です。

文　庫　通　信　[384]
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